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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

ス
流
に
言
え
ば
生
命
は
絶
え

る
こ
と
な
く
継
続
し
て
、
新

車
の
中
で
し
ぶ
と
く
生
き
続

け
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
生
命
は
他
人
か
ら
の

受
け
売
り
で
申
し
訳
な
い

が
、
46
億
年
ほ
ど
前
の
地
球

誕
生
後
わ
ず
か
数
億
年
で
発

生
し
た
ら
し
く
、
そ
の
後
危

機
は
何
度
も
あ
っ
た
が
一
度

　

人
生
の
大
半
を
使
い
果
た

し
た
今
の
私
は
生
命
論
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
。
近
年
友

人
の
葬
式
で
坊
さ
ん
達
の
説

話
を
聴
く
機
会
も
多
々
あ
る

が
、
学
生
時
代
の
講
議
と
同

様
に
半
分
寝
て
他
の
事
を
考

え
て
い
る
。
坊
さ
ん
や
牧
師

さ
ん
は
故
人
の
現
世
で
の
徳

を
称
え
る
。
そ
れ
は
拝
聴
に

値
す
る
。
だ
が
、
そ
の
結
果

死
後
の
世
界
が
ど
う
か
と
い

う
話
に
な
る
と
私
は
別
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

ド
ー
キ
ン
ス
は
「
生
命
は

遺
伝
子
の
乗
り
物
だ
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
故

人
と
な
っ
た
友
人
の
御
子
息

達
は
乗
り
換
え
た
新
車
の
よ

う
に
瑞
々
し
い
。
ド
ー
キ
ン

「
男
の
料
理
教
室
」

日
時　

１
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
受
付（
６
時
30
分
〜
９
時
）

会
場　

ク
レ
オ
大
阪
中
央　

ク
ラ
フ
ト
調
理
室
（
地
下
鉄
谷

町
線
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
丘
」
駅
徒
歩
３
分
）

講
師　

富
永
千
嘉
さ
ん
（
土
井
勝
の
料
理
教
室
講
師
）

参
加
費　

２
千
円
（
材
料
代
・
缶
ビ
ー
ル
１
本
付
）　

定
員　

30
人
（
先
着
順
・
要
申
込
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

献
立　

豚
肉
と
水
菜
の
は
り
は
り
・
貝
と
わ
け
ぎ
の
ぬ
た
・

か
す
汁
・
酒
ま
ん
じ
ゅ
う

日
時　

１
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

会
場　

新
阪
急
ホ
テ
ル
２
階
・
月
の
間　
　

定
員　

80
人

講
師　

名
取
淳
氏
（
西
淀
川
区
・
名
取
病
院
副
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
医
院
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト―

医
療
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に―

」

北
大
阪
・
大
阪
市
西
部
地
区
合
同
講
習
会

日
時　

２
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

阪
井
丘
芳
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
顎
口
腔

機
能
治
療
学
教
室
教
授
、
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
客
員
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
へ
の
対
応
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

医
学
の
実
践
に
つ
い
て
」

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

第
１
回「
初
再
診
料
・
医
学
管
理
料
、在
宅
医
療
」

※『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究（
２
０
０
８
年
４
月
版
）』を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

第
１
回
社
保
講
習
会

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

講
師　

涌
嶋
慎
一
氏
（
税
理
士
法
人
関
西
合
同
事
務
所
部

長
）、
歯
科
協
会
事
務
局

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料

内
容　

資
金
調
達
の
考
え
、
開
業
地
・
物
件
の
選
定
の
ポ
イ

ン
ト
、
開
業
に
あ
た
っ
て
の
各
種
届
出
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
講
師
に
よ
る
個
別
相
談
も
あ
り
ま
す（
事
前
予
約
）

新
規
開
業
予
定
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

歯
科
・
医
科
協
会
共
催

　

阪
堺
電
気
軌
道
の
路
線

は
、
住
吉
大
社
の
近
く
に
あ

る
住
吉
停
留
所
を

斜
め
に
ク
ロ
ス
す

る
形
で
阪
堺
線
と

上
町
線
に
二
分
さ

れ
て
い
る
。
合
計

し
て
18
・
７
㌔
の

路
線
長
が
あ
る
。

　

今
回
は
上
町
線

に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
天

併
吸
収
さ
れ
南
海
鉄
道
上
町

線
と
し
て
電
化
す
る
。
そ
の

こ
ろ
阪
堺
線
は
阪
堺
電
気
軌

道
と
し
て
動
き
出
し
て
い

た
。

　

こ
の
路
面
電
車
は
、
時
代

と
と
も
に
高
度
成
長
期
を
迎

え
る
こ
ろ
か
ら
渋
滞
も
激
し

く
肩
身
が
狭
く
な
り
、
さ
ら

そ
う
に
挟
み
こ
ま
れ
て
い

た
。

　

そ
し
て
昭
和
に
な
り
戦
時

統
合
に
よ
り
近
畿
日
本
鉄
道

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

戦
後
、
近
鉄
か
ら
分
離
し

に
大
阪
市
交
通
局
の
地
下
鉄

も
整
備
さ
れ
利
用
客
は
減
少

し
た
。

　

し
か
し
路
面
電
車
か
ら
の

車
窓
、
利
用
の
気
軽
さ
、
そ

の
風
貌
か
ら
も
郷
愁
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

発
着
点
付
近
の
阿
倍
野
で

は
再
開
発
計
画
が
あ
り
、
近

鉄
百
貨
店
を
建
て
替
え
、
日

本
で
一
番
の
高
層
ビ
ル
が
出

来
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

ど
ん
な
時
代
に
な
ろ
う
と

も
、
古
く
て
も
良
い
も
の
は

残
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
新
聞
部
・
矢
部
あ
づ
さ
）

道
路
の
真
ん
中
で
窮
屈
そ
う
に
残
る

郷
愁
感
じ
る
路
面
電
車

202

阪
堺
電
車

阪
堺
電
車

て
南
海
鉄
道
に
戻
り
１
９
８

０
年
に
南
海
鉄
道
か
ら
分
離

さ
れ
、
歴
史
の
波
に
放
浪
さ

れ
た
が
新
た
な
る
阪
堺
電
気

軌
道
と
し
て
運
行
す
る
。

ビルの間を走る路面電車

　

こ
の
路
線
の
歴
史
は
意
外

に
古
く
、
明
治
時
代
の
馬
車

鉄
道
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
南
海
鉄
道
に
合

王
寺
駅
の
南
側
に
あ
る
天
王

寺
駅
前
が
発
着
点
。
進
行
方

向
に
向
か
っ
て
左
に
は
近
鉄

百
貨
店
阿
倍
野
橋
店
が
あ

り
、
周
辺
は
阿
倍
野
橋
筋
と

呼
ば
れ
る
。
停
留
所
は
、
道

路
の
真
ん
中
に
す
こ
し
窮
屈

も
絶
滅
す
る
こ
と
な
く

現
在
に
続
い
て
い
る
。

　

私
は
生
命
と
言
う
言

葉
を
坊
さ
ん
や
文
学
者

の
よ
う
に
畏
敬
と
と
も

に
感
覚
的
に
受
け
止
め

で
き
れ
ば
バ
ク
テ
リ
ア
く
ら

い
の
生
命
は
た
や
す
く
誕
生

す
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
尤

も
彼
の
言
う
「
た
や
す
く
」

と
い
う
意
味
は
『
億
年
に
も

満
た
な
い
僅
か
な
期
間
』
と

い
う
地
球
物
理
学
者
の
天
文

学
的
な
時
の
感
覚
で
あ
る
。

バ
ク
テ
リ
ア
は
細
胞
の
中
に

多
様
な
機
能
の
部
品
を
た
く

さ
ん
保
有
し
、
自
己
複
製
も

増
殖
も
す
る
か
ら
確
か
に
立

派
な
生
物
で
あ
る
。
だ
が
、

レ
生
物
」
へ
の
画
期
的
な
変

化
や
、
さ
ら
に
原
核
生
物
な

ど
へ
の
進
化
が
膨
大
な
時
の

流
れ
の
中
で
生
じ
て
い
る
に

違
い
な
い
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
生
物
と

は
蛋
白
質
の
存
在
様
式
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。
確
か
に
よ

り
ミ
ク
ロ
に
な
る
と
生
物
と

無
生
物
の
差
は
見
え
に
く
く

な
る
。
だ
が
自
分
と
石
こ
ろ

の
違
い
、
存
命
中
の
自
分
と

死
後
の
自
分
の
違
い
の
大
き

生
物
と
無
生
物

　

ウ
イ
ル
ス
は
生
物
機
能
の

一
部
を
外
注
加
工
さ
せ
る
こ

と
で
己
の
構
造
と
サ
イ
ズ
を

単
純
微
少
化
さ
せ
た
が
、
そ

の
後
に
発
見
さ
れ
た
種
々
の

よ
り
小
さ
い
微
生
物
や
「
プ

レ
生
物
」
よ
り
は
遥
か
に
生

物
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

大
型
の
ウ
イ
ル
ス
は
生
物

で
小
型
の
ウ
イ
ル
ス
は
果
た

し
て
生
物
で
は
な
い
と
言
え

な
い
権
威
だ
っ
た
。
だ
が
そ

の
後
、
生
物
的
特
性
を
部
分

的
に
保
持
す
る
更
に
ミ
ク
ロ

な
微
生
物
の
存
在
が
次
々
と

発
見
さ
れ
た
り
し
て
私
の
頭

の
中
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
た
。

プ
レ
生
物

　

惑
星
科
学
者
の
井
田
茂
氏

は
「
海
と
い
う
入
れ
物
さ
え

蛋
白
質
な
ど
の
栄
養
素
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
た
だ
の
ス
ー

プ
が
生
物
に
進
化
す
る
過
程

に
は
、
途
中
仕
掛
け
品
み
た

い
な
中
間
物
も
い
た
筈
だ
。

こ
れ
を
私
流
に
「
プ
レ
生

物
」
と
呼
ば
せ
て
も
ら
う
。

現
在
も
海
中
火
山
の
噴
火
口

な
ど
の
地
球
上
の
ど
こ
か

で
、
こ
の
無
生
物
か
ら
「
プ

さ
を
考
え
る
と
微
細
だ
が
決

定
的
な
違
い
の
解
明
を
期
待

し
た
く
な
る
。

　

野
口
英
世
の
失
敗
は
、
当

時
濾
過
性
病
原
菌
と
呼
ば
れ

た
バ
ク
テ
リ
ア
よ
り
小
さ
く

単
純
な
構
造
の
ウ
イ
ル
ス
等

の
存
在
を
予
知
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
、
科
学
者
に
予
知

能
力
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

時
代
の
常
識
を
大
き
く
は
超

え
に
く
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

る
の
か
ど
う
か
。
私
の
貧
弱

な
知
識
と
大
雑
把
な
理
解
で

は
エ
ピ
ソ
ー
ム
も
プ
ロ
フ
ァ

ー
ジ
も
染
色
体
と
は
別
に
複

製
も
増
殖
も
す
る
プ
ラ
ス
ミ

ド
も
サ
イ
ズ
や
機
能
分
担
が

違
う
だ
け
で
ウ
イ
ル
ス
の
仲

間
に
見
え
る
が
、
一
番
無
生

物
に
も
生
物
に
も
近
い
「
プ

レ
生
物
」
は
何
な
の
か
。
新

発
見
や
新
説
が
期
待
で
き
る

が
、「
無
生
物
と
生
物
に
は

境
界
は
な
く
、
多
様
な
連
続

世
界
各
地
で
近
代
兵
器
を
駆

使
し
て
や
っ
て
い
る
宗
教
戦

争
の
よ
う
な
事
態
に
は
至
ら

な
い
。
宗
派
ど
う
し
の
争
い

は
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
双
方

が
偏
見
と
固
定
観
念
に
固
ま

り
、
希
薄
な
根
拠
で
自
説
に

固
執
し
、
勝
手
に
や
り
ゃ
い

い
ん
で
、
審
判
員
と
し
て
立

ち
会
う
こ
と
も
巻
き
添
え
を

喰
う
こ
と
も
お
断
り
し
た

い
。

　

と
は
言
え
宗
教
は
有
害
無

益
な
も
の
で
は
な
い
。
人
々

の
日
常
生
活
で
科
学
に
匹
敵

し
て
有
益
な
場
面
も
あ
る
。

人
生
い
ろ
ん
な
局
面
で
苦
境

に
陥
り
自
暴
自
棄
に
な
り
か

ね
な
い
場
合
で
も
犯
罪
に
走

る
こ
と
も
な
く
自
制
す
る
の

に
宗
教
の
力
を
借
り
る
人
は

多
い
。
科
学
的
洞
察
な
ん
か

無
く
て
も
信
心
に
よ
り
僅
か

80
年
そ
こ
そ
こ
の
人
生
を
人

に
あ
ま
り
迷
惑
も
か
け
ず
傷

つ
け
も
せ
ず
全
う
で
き
れ
ば

宗
教
も
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
。

　

私
自
身
は
無
神
論
者
で
邪

教
も
正
し
い
宗
教
も
区
別
し

な
い
が
、
宗
教
の
価
値
を
否

定
も
し
な
い
。

生
物
と
無
生
物―

宗
教
と
科
学

篠
部　

正
夫（
西
淀
川
区
）

生
と
死

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が

そ
の
議
論
を
レ
ー
ル
に
乗
せ

る
言
葉
の
定
義
さ
え
落
ち
着

か
な
い
。

　

多
才
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
２
３
０
０
年
も
前
に
自
然

界
を
生
物
界
と
無
生
物
界
に

二
分
し
、
生
物
自
然
発
生
説

を
示
唆
し
、
お
よ
そ
２
２
０

０
年
後
に
パ
ス
ツ
ー
ル
が
生

物
の
自
然
発
生
を
実
験
で
完

全
否
定
す
る
ま
で
、
宗
教
家

の
説
話
が
他
に
競
合
者
の
い

日
時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
久
間
泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
附
属
病
院
医
療
安

全
管
理
室
長
、
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
麻
酔
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
患
者
ク
レ
ー
ム
を
生
か
せ
!!
医
療
過
誤
・
ク
レ
ー
ム

・
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
学
ぶ
歯
科
医
院
の
生
き
残
り
戦
略
」

１
月
度
生
涯
研
修

的
な
違
い
が
あ
る
に
相

違
な
い
」
と
い
う
の
が

私
の
説
で
あ
る
。

宗
教
の
役
割

　

人
の
死
に
際
し
て
生

命
科
学
者
か
ら
何
ら
か
の
談

話
を
聴
い
た
こ
と
は
な
い
。

常
に
各
宗
派
の
宗
教
家
が
生

と
死
に
つ
い
て
述
べ
る
。
宗

教
家
も
信
者
も
一
般
に
排
他

的
で
他
の
宗
派
を
異
教
邪
教

と
し
て
敵
対
視
す
る
こ
と
も

稀
で
な
い
。
医
療
現
場
で
も

癌
療
法
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

標
準
値
の
設
定
な
ど
で
医
者

の
意
見
が
分
か
れ
て
患
者
を

混
乱
さ
せ
た
り
す
る
が
、
医

者
同
士
で
争
っ
て
も
、
現
在

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室


